
Title エントホルト、ボイチン共著 ブレェメンの東北欧貿易史 : Hermann Entholt und Ludwig Beutin,
Bremen und Nordeuropa. Weimar. 1937.

Sub Title
Author 高村, 象平

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.2 (1940. 2) ,p.317(173)- 322(178) 
JaLC DOI 10.14991/001.19400201-0167
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19400201-

0167

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,

II
•
バ
ィ
ア
ス
、

「

獨
逸
丨
ー
九
一
四
年W

1

九
三
九
竿
J
M
.
B
•
ス
レ
ッ
シ
ャ
ア「

ナ
チ
の
必
要
物
資
ミ
锊
西
蓝
の
資
源
し
一
七
ニ「

H

一
 

六
d

的
を
艰
し
て
居
る
と
思
ふ
。
蓝
し
敎
養
を
受
け
た
人
間
す
な
は
ち
文
明
社
會
の
成
員
は
總
て
こ
れ
勝
性
的
創
造
物
で
あ
るo

こ
A

を
說 

服
す
る
に
は
理
論
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
&
い
。

勘
く
へ
と
^

|
日
_ふ
と
こ
ろ
&
理
論
，の
外
歡
を
も
た
な
け
れ
‘ば
な
ら
な
い
。
前
記
兩
冊
子 

は
理
論
を
も
つ
て
码
る
。
そ
の
觀
察
は
ー
.
方
的
光
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あ
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ボ
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ン
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史
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て
取
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。 

か
く
い
べ
ば
、
.
こ
こ
に
紹
介
し
：

ょ
.：

う
と
す
る
兩
氏
ひ
著
は
.す「

ブ
W

モ
ノ
ン
と
.北
歐」

.な
■
る
書
が
、

ハ
ン
ザ
都
市
と
し
て
.の
ブ
ジ
エメン
 

.
に
.
っ
い
て
の
文
献
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の
そ
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は
、.
數
に
お
い
て
比
較
的
勘
い
狀
態
に
あ
つ
た
。
そ
の
理
由
は
色
々
と
擧
げ
扔
る
で
あ
ら
う
が
、.
そ
れ
を
尋
ね
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こ
と
は
こ
こ
に
措
き
*
前
記
兩
氏
は
こ
の
缺
を
補
ふ
た
め
に
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ブ
レ
ヱ
メ
ン
文
書
概
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す
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史
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れ
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ゲ
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行
莕
組
合
結
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恐
ら
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そ
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も
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で
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ら
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；、
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搽
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.
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れ
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仕
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指
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^
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